
向井 千秋 宇宙飛行士との会話 

向井宇宙飛行士とは何かしらの縁を感じた。NASA JSC に入った日も向井宇宙飛行士が初

めて宇宙に飛んだ日だった。その後、宇宙飛行を終えて一度日本に帰国した向井宇宙飛行士

は日本での１０万人のパレードを終えてすぐ NASA JSC にかえって来た。それから数日後

に私のいる心循環系研究室に訪ねてこらたことがあった。そこでの宇宙での話はとても興

味をそそられるもので、またそれを細かくお話しされる向井宇宙飛行士に私は時を忘れて

聞き入っていた。向井宇宙飛行士が言うには帰還後、自分は紙一枚の重さを０.0 何グラムま

で言い当てることができたそうである。本当にすごいスーパー能力が手に入り非常に喜ん

でいたにも関わらず、３日間もすると跡形もなくその能力は消え去っていたとのこと。無重

力状態という環境がそうさせたわけでその環境下ではまだ知られていない重力に対する脳

内ペプチドは信じられない事になっていたはずである。さらに自分が適応できたから決し

て自慢話で言うのではなく、この能力はほぼ全員の人間に初めから備わっていた能力であ

ったに違いないとも話されていた。なぜ、どうしてその能力が用意されたいたのか不思議で

ある。二人の沈黙が長く続く、、、やはり神様が用意されたものかな。と非常に非科学的な結

論に至った。NASA と言う中でこれを感じるのも変なことだなと思った。 

 


